
    
      
    

  


現役でエンジニアをやりながらプログラミングスクールで講師をしております、迫佑樹と申します。

最近文系でもプログラミングを学び始める人とかが多くて、「独学でやったけど挫折した」とか、「プログラミングスクールの教材難しい...」っていう話をよく聞きます。

そこで今回私が、プログラミングスクールに通う以前に知っておくと学習効率がアップするようにかなり丁寧にRubyの基礎をまとめてみました。


この電子書籍の対象者
・プログラミングスクールへ通う前に基礎を触っておきたい方
・とりあえずプログラミングに触れてみたい方
・一度プログラミングをやってみたが、よくわからなかった方
・Rubyの分厚い本を読んだが挫折した方


このような方向けに、専門用語を使わずできる限り丁寧にRubyというプログラミング言語の基礎をまとめてみました。なお、「Rubyの超基礎を最短で理解するための電子書籍」ということで、削れるところは削りできるだけインプット過多にならないように心がけました。そのため一通り理解したら、他の書籍などと組み合わせて学習してみることをオススメします。

また、今回の電子書籍は質問対応付き！エラーが起きた際などはTwitterにて@yuki_99_sまでDMください。対応させていただきます。

今回の電子書籍では「知識を学ぶ」→「実践してみる」の流れで自然にプログラミングを学べる構成にしたので、苦労することなく楽しみながら学べるように意識しました。

ありがたいことにベータ版を別プラットフォームにて公開した際にはかなり多くの方から高評価をいただきました。





さぁWebプログラマへの一歩を踏み出してみましょう。
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Rubyってなんなの？

Rubyとは、以下のような特徴を持つプログラミング言語のことです。


1. 短く、シンプルなコードで記述できる

2. オブジェクト指向型言語(後述)

3. 日本人が開発した言語のため、日本語学習サイトが豊富


クックパッドやTwitterなどの有名Webアプリケーションにも活用されており、比較的初心者にも扱いやすいということで多くのプログラミングスクールのカリキュラムでも採用されています。

環境構築について

□AWSの登録

まず、AWSの登録をします。既にAWSのアカウントをもっている方はこの作業は不要です。

AWSの公式サイトにアクセスして、「今すぐ無料アカウント作成」をクリック。



アカウント作成画面が出たら、

·　Eメールアドレス

·　パスワード

·　AWSアカウント名

を入力して「続行」をクリック。 AWSアカウント名は、ユーザ名のようなもので、後から変えることもできます。



次に連絡先情報を入力します。 アカウントの種類は、個人で使う場合は「パーソナル」でいいでしょう。 フルネームや住所は半角英数字でしか入力できないので注意です。



次は支払情報を入力します。 先程入力した住所とは違う場所に請求したい場合は「新しい住所を使用する」をクリック。同じ住所を使用する場合はそのままで、「セキュアな送信」をクリック。



電話による本人確認を行います。 画像にある文字を入力して、「すぐに連絡を受ける」をクリック。



すると、入力した電話番号に電話がかかってきます。 画面に表示された数字を電話のキーパッドに入力します。



入力できたらこのように表示が変わるので、「続行」をクリック。



最後にサポートプランを選択します。 今回は「ベーシックプラン」にします。



するとこのような画面が出て、登録が完了します。



一応、メールも確認しておきます。



これでAWSの登録は完了です!!




□AWS Cloud9を使う

ここから、AWS Cloud9の利用開始方法を解説していきます。

プログラミングをするためには、本来ならば必要なソフトをインストールしていく必要があります。しかしAWS Cloud9を使えば、そのめんどくさいソフトのインストールをする必要がなくなるというメリットがあります。AWS Cloud9を使えばWeb上でプログラミングができるので、WindowsでもMacでも関係なくプログラムを実行できるのも嬉しいところです。

まず、AWS Cloud9にアクセスして、「AWS Cloud9 の使用を開始する」をクリック。



先程登録したAWSのメールアドレスとパスワードを入力してAWS Cloud9に入ります。





AWS Cloud9 に入れたら、「Create environment」で新しい環境を作ります。



·　環境の名前

·　環境の説明(任意)

を入力したら、「Next Step」をクリック。これらは後でも変更できます。



環境設定は、特にいじらなくて大丈夫です。 そのまま「Next Step」をクリックします。



最後に、設定を確認して、「Create environment」をクリック。



すると、環境の作成が始まります。この作業は少し時間がかかるので、何分か待ちます。



作成が完了したら、自動的にこのような画面になります。



これでAWS Cloud9の環境ができました!!

この画面の構成は、以下のようになっています。



■初めてのプログラム

それでは、さっそくプログラムを書いていきましょう。Cloud9のメニューバーから「file->NewFile」を選択してファイルを作成します。


新しいファイルが生成されたと思います。Windowsの方は「ctrl+s」、Macの方は「Command+s」を押してセーブしてみましょう。ファイル名は「test.rb」としてください。



それでは、いよいよプログラムを実際に書いていきましょう。


puts "Rubyに入門しました！"



プログラムは以下の部分に記述をお願いします。



先ほどと同様にWindowsの方は「ctrl+s」、Macの方は「Command+s」を押してセーブをお願いします。(以後、セーブの指示はしません。プログラムを書いたら随時セーブをお願いします)

セーブができたら、以下のコマンドを打ってプログラムを実行していきます。コマンドとは、プログラムを実行するための命令文だと思ってください。


ruby test.rb




このコマンドを、以下の部分に打ちこんでみてください。



エンターキーを押してみると、いかがでしょうか？「Rubyに入門しました！」と表示されたはずです。



表示されなかった方は、セーブのし忘れかタイプミスのはずですので、再度ご確認をよろしくお願いします。

それでは、プログラム実行の流れを確認していきましょう。



これ以降、「プログラムを入力してください」と指示をした場合、test.rbに打ち込んでいくものだと思っておいてください。また、「実行してください」といった場合、先程と同様に「ruby est.rb」というコマンドによってプログラムの実行をお願いします。

それでは、次に計算をプログラムにさせてみましょう。以下のプログラムを入力してください。


puts 1+1




実行してみると、「2」と表示されたでしょうか？



「puts」は、その後に続くものを表示するプログラムでしたね。今回は、「1+1」が計算されて2となるので、「puts
1+1」というプログラムを実行すると2と表示されたわけです。

Rubyでは、+、-、*、/、%がそれぞれ足し算、引き算、掛け算、割り算、余りの計算に対応しています。

試しに、以下のプログラムを書いてみましょう。


puts 5+2

puts 5-2

puts 5*2

puts 5/2

puts 5.0/2.0

puts 5%2



これを実行すると、以下のような結果になります。



上から、「足し算、引き算、掛け算、割り算(整数)、割り算(少数)、5を2で割った時のあまり」を計算しています。

このように、Rubyでは「整数同士の割り算は結果も整数に、少数の割り算は少数になる」ということを覚えておいてください。

さて、これでRubyを使った計算までができるようになりました。

■変数・配列

さて、それでは次に以下のようなプログラムを実行してみましょう。


puts (80+70+60)/3



実行結果は、以下のようになったはずです。



80と70と60を足して3で割っただけなので、70になるのはわかるはずですが、これが何を意味しているかをパッとわかった方は少ないのではないでしょうか？

実は、このプログラムは「国語と数学と英語」のテストの平均点を求めるプログラムだったんです。

ただ、こうは思いませんでしたか？『こんなの数字を足して割ってるだけで、国語と数学と英語の点数を表してるなんてわからない！』

そう、このような数字を羅列しただけのプログラムってわかりにくいんですよ。

ということで、この数字にラベル付けをしてあげましょう。


japanese = 80

math = 70

english = 60

puts (japanese+math+english)/3



こうすることで、最後の4行目をみたときに、『あ、国語と数学と英語の平均点を計算していくんだな』と予想がつくんじゃないでしょうか？

この場合、1行目でjapanese = 80とすることで、4行目のjapaneseは80という数字を表しているのと等価です。

結果的に、「(japanese+math+english)/3」というのは「(80+70+60)/3」と同じ意味になるのですが、しっかりラベル付けした方が後から見たときわかりやすいですよね。



このラベルのことを、専門用語で「変数」と呼びます。上記の例だと、mynameとageが変数となり、"田中"にmynameというラベルをつけることを「mynameという変数に"田中"を代入する」と呼ぶので覚えておいてください。

それでは、先ほどの点数の平均点を求めるプログラムをさらに改変して、「7科目の平均点」を求めてみましょう。国語・数学・理科・歴史・政治・英語・情報の7科目のテストの平均を求めるプログラムは、こんな感じになるはず。


japanese = 80

math = 70

science = 72

history = 90

politics = 50

english = 60

information = 40

puts (japanese+math+science+history+politics+english+information)/7.0



うーん... これだと、科目の数だけ変数が必要になってきますね...

今回だと、変数は7科目あるせいで7つの変数を用意しなければならないため、無駄にコードが長くなってしまっています。そこで『配列』を導入して見ましょう。

実は、『配列』と呼ばれるものを使えば、複数のデータを一括で管理することができるんです！



ここで、配列には複数のデータが管理されているので、使うときは何番目のデータを使うかを明示してあげる必要があります。



それでは、少し配列の実験をしてみましょう。次のようなプログラムを書いてみてください。


my_scores = [80,70,72,90,50,60,40]

　

puts my_scores[0]

puts my_scores[1]

puts my_scores[6]



以下のような実行結果が得られたでしょうか？



puts my_scores[0]とは、「my_scoresの0番目に入っているデータを表示」というプログラムなので、まず80が表示されたわけです。puts y_scores[1]、puts my_scores[6]も同様に、my_scoresの1番目と6番目に入ってるデータを表示したため、上記のような実行結果を得ることができました。

さて、それではこの配列を使って、平均点を出すプログラムを作って見ましょう。


my_scores = [80,70,72,90,50,60,40]

puts my_scores[0]+my_scores[1]+my_scores[2]+my_scores[3]+my_scores[4]+my_scores[5]+my_scores[6])/7



これで、先ほど7科目の平均点を出すのに8行かかってたのを、わずか2行に直すことができました。

足し算しているところがあまり綺麗ではありませんが、これは後ほど直していくことにします。

【ワークショップ】おみくじアプリを作ろう

さて、それでは簡単なおみくじアプリを作るワークショップをやってみましょう。

以下のような条件を満たしているのがおみくじアプリです。


・プログラムを実行すると、ランダムに運勢が出る
・運勢は、大吉や中吉、小吉など複数ある


さて、2個目の「運勢は複数ある」というのがキーポイントです。複数のデータを管理するために有効なもの、覚えていますか？ そう、配列です！

まずは簡単化のため、毎回大吉が出るおみくじを作ってみましょう。以下のようなコードになるはずです。


omikuji = ["大吉","中吉","小吉"]

puts mikuji[0]



「omikuji」という配列には、大吉・中吉・小吉という3つの運勢が記録されています。そして、2行目で0番目を指定して表示しているわけなので、実行すると毎回大吉が出るわけです。



さて、あとはこれをランダムで運勢が表示されるように変更すればOKですね。以下のようにプログラムを書いてみてください。


omikuji = ["大吉","中吉","小吉"]

puts omikuji.sample



この、「.sample」とは「配列の中からランダムで1つ選んでね」という処理を意味しています。こうすることで、実行するごとに違った運勢が出るおみくじが完成しました！



今回は、「omikuji.sample」として、「omikujiという配列の中からランダムで1つ選んで」という意味の処理をさせました。このように「△△.〇〇」の〇〇のことを「メソッド」と呼びます。

メソッドは他にも用意されていて、例えば「配列の中に入っているデータの数を返すlengthメソッド」というものもあります。

プログラムを、以下のように変えてみてください。


omikuji = ["大吉","中吉","小吉"]

puts mikuji.length



すると、実行結果は『3』となったはずです。omikijiという配列は3つのデータを保存しているため。omikuji.lengthの結果が3になったわけですね。

このように、Rubyには便利なメソッドがたくさん用意されており、今回のようにおみくじアプリなどをすごくシンプルに開発することができるというわけです。

■ハッシュ

さて、それでは次に、ハッシュについて学んでいきましょう。

先ほど配列について学んだ際、以下のようなプログラムを書きましたね。


my_scores = [80,70,72,90,50,60,40]

puts my_scores[0]+my_scores[1]+my_scores[2]+my_scores[3]+my_scores[4]+my_scores[5]+my_scores[6])/7




さて、ここで問題です。歴史の点数は何点だったでしょうか！

...そうです。変数が減ってスッキリしたのはいいんですが、どの点数がどの科目を表しているのかが全然わからなくなっちゃったんですよ...

せっかく変数を導入し、ラベル付けしてわかりやすくしたのに、『行数が増えたから』という理由で1つにまとめたら結果、またわからなくなってしまいました。

1行でシンプルに書けて、さらにわかりやすく書く方法はないのでしょうか？実はあるんです、以下のようなプログラムを書いてみてください！


my_scores = {"国語" => 80,"数学" => 70,"理科"=>72,"歴史"=>90,"政治"=>50,"英語"=>60,"情報"=>40}

puts y_scores["国語"]



※途中にある「=>」という記号は「=」と「>」をくっつけたものです。

これを実行すると、国語の点数である80と表示されたはずです。



先ほどのコードの1行目「my_scores =
{"国語" => 80,"数学" => 70,"理科"=>72,"歴史"=>90,"政治"=>50,"英語"=>60,"情報"=>40}」の波かっこのところがハッシュと呼ばれるものになっています。



データを使いたい時は、my_scores["国語"]といったように、ラベル名を指定してあげれば使うことが可能です。(ちなみに、このラベル名のことを厳密にはキーと呼びます)

それでは、このハッシュを使用して7科目の平均点を求めるプログラムを書いてみましょう。


my_scores = {"国語" => 80,"数学" => 70,"理科"=>72,"歴史"=>90,"政治"=>50,"英語"=>60,"情報"=>40}

puts my_scores["国語"]+my_scores["数学"]+my_scores["理科"]+my_scores["歴史"]+my_scores["政治"]+my_scores["英語"]+my_scores["情報"])/7



こうしてあげれば、「どの科目が何点だったか」というわかりやすさをある程度保ったまま、平均点を計算することができるようになっています。

【ワークショップ】タスク管理アプリの開発

さて、それではタスク管理アプリを作っていきましょう！今回作るアプリの仕様はこんな感じ！このタスク管理アプリは、今後の習うことを使って、次章以降のワークショップで改善していきます。


・締め切り・タスクを2つまで追加できる
・随時追加後、メモを閲覧できる


さて、まずは文字の入力をできるようになる必要がありますね。では、以下のプログラムを入力してみてください。


puts "タスクを入力してください"

task = gets

puts "入力されたタスクは"

puts task

puts "です。"



これを実行し、「タスクを入力してください」と出た後にタスクを打ち込むと、以下のようになると思います。



上記のプログラムで新しく出てきたのは1つだけ、「gets」という処理が出てきました。これは「入力を受け取る」という意味になります。

今回、「task = gets」とすることで入力された文字をtaskという変数に保存しています。

そして4行目で「puts task」とやることで、打ち込んだタスクを表示しているというわけです。

それでは、締め切りも追加してみましょう。


puts "締め切りを入力してください"

deadline = gets

puts "タスクを入力してください"

task = gets

　

puts "---入力されたタスク---"

puts deadline

puts "までに"

puts task




実行結果はこんな感じになるはずです。



なんか改行が多すぎて見にくいですね。「puts」を「print」に変えると改行せずに表示してくれるようになります。なので、一部printに変えてみることにします。


print "締め切りを入力してください→"

deadline = gets

print "タスクを入力してください→"

task = gets

　

puts "---入力されたタスク---"

print "【締め切り】"

puts deadline

print "【やること】"

puts task



こうすると、だいぶ見た目も綺麗になったんじゃないかなと思います。



ただ、今回のこの「締め切りとやること」って、セットで1つのToDoなわけです。その場合は、今回学んだハッシュを使うほうがいいですね。

ハッシュを使って書き直してみると以下ようになります。


todo = {"締め切り" => "未設定","タスク" => "未設定"}

　

print "締め切りを入力してください→"

todo["締め切り"] = gets

print "タスクを入力してください→"

todo["タスク"] = gets

　

puts "---入力されたタスク---"

print "【締め切り】"

puts todo["締め切り"]

print "【やること】"

puts todo["タスク"]



ハッシュで書き直しただけなので、実行結果は変わりません。



実行結果は変わりませんが、ハッシュで書くことによってプログラム上でも「タスクと締め切り」がToDoという1つの変数で管理できていることになることになり、あとで見直すときにわかりやすくなっているはずです。

さて、それでは最後に2つまでタスクを管理できるように拡張してみましょう！

複数のデータを保存するには、先ほど学んだ「配列」と呼ばれるものを使えばいいのでしたね。


todo_list = [{"締め切り" => "未設定","タスク" => "未設定"},

　　　　　　　　　　　 {"締め切り" => "未設定","タスク" => "未設定"}]

　

print "1つめの締め切りを入力してください→"

todo_list[0]["締め切り"] = gets

　

print "1つめのタスクを入力してください→"

todo_list[0]["タスク"] = gets

　

puts "---現在の1つめのタスク---"

print "【締め切り】"

puts todo_list[0]["締め切り"]

print "【やること】"

puts todo_list[0]["タスク"]

　

print "2つめの締め切りを入力してください→"

todo_list[1]["締め切り"] = gets

　

print "2つめのタスクを入力してください→"

todo_list[1]["タスク"] = gets

　

puts "---現在の1つめのタスク---"

print "【締め切り】"

puts todo_list[0]["締め切り"]

print "【やること】"

puts todo_list[0]["タスク"]

puts "---現在の2つめのタスク---"

print "【締め切り】"

puts todo_list[1]["締め切り"]

print "【やること】"

puts odo_list[1]["タスク"]



少し長くなってきましたが、やってることはシンプルです。配列とハッシュが混ざると途端に混乱する方がいるので、少し整理してみましょう。



なので、todo_list[0]["締め切り"]と記述すると、「配列の0番目に入っているハッシュの締め切り」を取得することができるというわけです。



これを実行すると、このように2つのタスクを登録することができるようになります。



余力がある人は、3つ以上のタスクを同時に保存できるようにカスタマイズしてみてください！同様のやり方でいけるはずです。

プログラムをよくみると、同じような処理が何度も続いていますね。これは、次章以降で「繰り返し」と呼ばれる処理を学べばシンプルに記述することができるようになります。

■条件分岐

さて、先ほどのToDoアプリについてなのですが、『ToDoを追加したら、その後にToDo一覧が表示される』という仕様になっていました。



ユーザが「ToDoを追加」したいのか「ToDo一覧を確認」したいのかを判定する仕組みがないから、「追加した後にとりあえず全部ToDoを表示」という仕様にせざるをなかったんです。

「もしもユーザがToDoを追加したければ、この処理をさせる」といったように、条件に応じて行う処理を変えることを条件分岐と呼びます。

さて、それでは以下のようなプログラムを書いて実行してみてください。


num = 10

if num > 5

　　 puts "numは5よりも大きいです"

end



このような実行結果になったでしょうか？



では、1行目のnumという変数の値を3に変えて実行してみましょう。以下のように変更してください。


num = 3

if num > 5

　　 puts "numは5よりも大きいです"

end



これを実行すると、なにも表示されなかったはずです。



さて、感覚的にもわかって来たかもしれませんが、if num > 5というのは、「numという数字が5よりも大きかった際に中の処理が実行されるような仕組みになっています。



ifの後に条件を書き、その条件が満たされている時に、if〜endの中に書いた処理が実行されるというわけです。

以下の図に示すように条件を表す書き方は、「a > b」「a>=b」「a==b」「a<=B」「a<b」など、複数存在してしているので覚えておいてください。条件を「and」や「or」で組み合わせることで、「条件をどっちも満たしてる時のみこの処理をさせる」とか「どちらか満たしてたら処理をさせる」ということも可能となります。



それでは、次に以下のようなプログラムを書いてみてください。


num = 5

if num < 6 

　 　puts "numは6より小さいです"

elsif num >= 10

　 　puts "numは10以上です"

else

　 　puts "numは6以上、10より小さいです" 

end



このnumを例えば5,12,7と変えて実行してみましょう。すると


・numが5の時 → numは6より小さいです
・numが12の時 → numは10以上です
・numが7の時 → numは6以上、10より小さいです


といったような実行結果になったと思います。「elsif 条件」とすると、「1個目の条件が当てはまっていなかったら、2つ目の条件で確認する」といったことができるようになります。また、「else」と「end」で囲った部分の処理は、「どの条件にも当てはまらなかった場合」に実行されるようになっています。



これでおおよそ、条件分岐(if文)の基礎は抑えられたはずです。それでは次のワークショップで、さっき作ったToDoリストを改善していきましょう！

【ワークショップ】ToDoリストアプリにモードを作ろう

それでは、先ほど作ったToDoリストアプリに、2つのモードを追加していきます。


・ToDo追加モード: ToDoを追加することができる
・ToDo確認モード: ToDo一覧を見ることができる


はい、結構そのままですw それでは、プログラムを書いていきましょう。まずは、モード切替の部分だけを書いていきます。


puts "【ToDoアプリを起動しました】"

puts "　 [show] ToDoを確認する"

puts "　 [add] ToDoを追加する"

print "　 showまたはaddと入力してください→"

mode = gets.chomp!

　

if mode == "show"

　 　puts "【ToDo確認モードを選択しました】"

elsif mode == "add"

　 　puts "【ToDo追加モードを選択しました】"

else

　 　puts "エラーです。プログラムを終わります"

　 　exit

end



ここで、5行目に「gets.chomp!」という見慣れない処理が入っていると思います。「gets」で入力した文字を受け取ることができるのは前回説明した通りですが、入力した後エンターキーを押すため、この入力した文字は最後に改行が入るんですよ。「.chomp!」と書いてあげると、この余計な改行を省くことができるというわけです。

入力した文字を「mode」という変数に記録し、そのmodeの中に入っている文字をif文を使って比較しているという流れですね。

そして、下から2行目にある「exit」は「プログラムを終了する」という意味の処理です。

実行してみると、このようになるはず。



このように、入力した文字によって表示される文章が変わっていたら成功です！

さて、それではToDoの追加、確認をできるようにしてみましょう！前回ハッシュのワークショップで作ったプログラムを参考にしながら、プログラムを書き換えてみてください。

少し長いですが、同じような処理が多いです。初心者の方は、定着させるという意味も込めて書いてみてくださいね！



todo_list = [{"締め切り" => "未設定","タスク" => "未設定"},

　　　　　　　　　　　 {"締め切り" => "未設定","タスク" => "未設定"},

　　　　　　　　　　　 {"締め切り" => "未設定","タスク" => "未設定"}]

　

puts "【モードを選択】"

puts "　 [show] ToDoを確認する"

puts "　 [add] ToDoを追加する"

print "　 showまたはaddと入力してください→"

mode = gets.chomp!

　

if mode == "show"

　　 puts "【ToDo確認モードを選択しました】"

　　 puts "現在ToDoはありません"

elsif mode == "add"

　　 puts "【ToDo追加モードを選択しました】"

　　 print "1つめの締め切りを入力してください→"

　　 todo_list[0]["締め切り"] = ets.chomp!

　　 print "1つめのタスクを入力してください→"

　　 todo_list[0]["タスク"] = ets.chomp!

else

　　 puts "エラーです。プログラムを終わります"

　　 exit

end

　

puts "【モードを選択】"

puts "　 [show] ToDoを確認する"

puts "　 [add] ToDoを追加する"

print "　 showまたはaddと入力してください→"

mode = gets.chomp!

　

if mode == "show"

　　 puts "【ToDo確認モードを選択しました】"

　　 print "1. "

　　 print todo_list[0]["締め切り"]

　　 print "までに"

　　 puts todo_list[0]["タスク"]

　　 print "2. "

elsif mode == "add"

　　 puts "【ToDo追加モードを選択しました】"

　　 print "2つめの締め切りを入力してください→"

　　 todo_list[1]["締め切り"] = ets.chomp!

　

　　 print "2つめのタスクを入力してください→"

　　 todo_list[1]["タスク"] = ets.chomp!

else

　　 puts "エラーです。プログラムを終わります"

　　 exit

end

　

puts "【モードを選択】"

puts "　 [show] ToDoを確認する"

puts "　 [add] ToDoを追加する"

print "　 showまたはaddと入力してください→"

mode = gets.chomp!

　

if mode == "show"

　　 puts "【ToDo確認モードを選択しました】"

　　 print "1. "

　　 print todo_list[0]["締め切り"]

　　 print "までに"

　　 puts todo_list[0]["タスク"]

　　 print "2. "

　　 print todo_list[1]["締め切り"]

　　 print "までに"

　　 puts todo_list[1]["タスク"]

elsif mode == "add"

　　 puts "【ToDo追加モードを選択しました】"

　　 print "3つめの締め切りを入力してください→"

　　 todo_list[2]["締め切り"] = ets.chomp!

　

　　 print "3つめのタスクを入力してください→"

　　 todo_list[2]["タスク"] = ets.chomp!

else

　　 puts "エラーです。プログラムを終わります"

　　 exit

end



これを実行してみると、こんな感じになります。



だいぶそれっぽいToDoアプリになってきましたね。しかしこのアプリ、1回目に「show」を選び、2回目に「add」、3回目に「show」を選ぶとどうなるでしょうか？



このToDoアプリの欠点をあげてみましょう。


・同じようなコードを何度も書いている
・1番が未設定なのに2番から設定されてしまう
・メモを3つまでしか追加できない


次章で繰り返しという処理を学ぶと、これらを一気に全部解決することができるようになります！これができると、結構しっかりしたToDoアプリになりますのでお楽しみに！

■繰り返し文

さて、先ほど『同じようなコードを何度も書いている』という問題に直面しましたね。

例えば、『5回、"こんにちは"と表示するプログラム』となると、今まで使った知識だけを使う場合は以下のようになりますね。


puts "こんにちは"

puts "こんにちは"

puts "こんにちは"

puts "こんにちは"

puts "こんにちは"



これでは、100回同じことをさせるとなると気が遠くなるくらいコピペする必要が出てきますよね...

実は、以下のようなプログラムを書いてあげると、同じことを何度も書く必要がなくなるんです。


5.times do

　puts "こんにちは"

end



これを実行してみると、以下のようになったはずです。



かなりシンプルな形になっているので、わかりやすいですが『do〜end』の中に書かれた処理が指定された回数文繰り返される構造になっています。



ちなみに、doの後に「||」の中に変数を作ってあげると、その変数で「何回めのループか」というのを確認することが可能です。実際に、以下のようなプログラムを書いてみてください。



10.times do |num|

　　 print num

　 　puts "回めの繰り返しです"

end



これを実行すると、以下のような結果になるはずです。



この「num」という変数に、「何回目の繰り返しか」がしっかり保存されていますね。今回は例として「num」という名前をつけましたが、もちろん名前は何でも良いです。以下のプログラムのように、「count」という変数名にしても問題はありません、わかりやすい名前をつけておいてくださね。


10.times do |count|

　 print count

　 puts "回めの繰り返しです"

end



さて、それではこれを使って配列に保存されているデータを1つずつ取り出すような処理を書いてみることにしましょう。

最初の方にやった「おみくじ」のプログラムを思い出しながら以下のようなプログラムを書いてみてください。


omikuji = ["大吉","中吉","小吉"]

(omikuji.length).times do |num|

　　 print num

　　 puts "回めの繰り返しです"

end




ここで、「.length」と書いてあげると「配列の中にデータがいくつ入っているか」を取得することができたのでした。今回は3つのデータが入っているので「omikuji.length」は3となります。つまり「(omikuji.length).times do」は「3.times do」と同じなので、以下のような結果になるというわけです。



さて、そして「何回目の繰り返しか」というのは「num」という変数に保存されていたのでした。つまり、numが0〜2の中で変化するので、omikuji[num]としてあげればomikujiという配列に保存されている0番目〜2番目のデータを取得することができるというわけです。

詳しくは後ほど図解しますが、以下のようなプログラムを実行して確認してみましょう。


omikuji = ["大吉","中吉","小吉"]

(omikuji.length).times do |num|

　　 puts omikuji[num]

end



実行すると、以下のようになったはずです。



配列の中身が1つずつ表示されていることがわかりますね。少し複雑になってきたので、整理してみましょう。



繰り返しと配列と変数が同時に出てくるとちょっとややこしいですよね。実は、もっとシンプルな書き方があります！

以下のように書いて実行してみてください！


omikuji = ["大吉","中吉","小吉"]

omikuji.each do |content|

　　 puts content

end



このコードを実行してみると、先程と同じ実行結果が得られたと思います。



「.each」と書くと、配列の中から1つずつデータを取り出して、「| |」で囲った変数に入れてくれます。それを3行目でputsによって表示しているという流れ。

これ、結構つまずきやすいところですが、「配列から繰り返し1つずつデータを取り出しているだけ」と考えてもらえればOKです。

1回目の例では「times」という繰り返し文を使って、配列の「何番目のデータを取得するか」を指定していきましたが、2回目の例では「each」を使って配列のデータを一つずつ取得する方法を学びました。2回目の例でやったeachの方がシンプルでよく使うので、覚えておいてくださいね。

さて、それでは先ほどの掲示板アプリを拡張していきましょう！

【ワークショップ】ToDo管理アプリを完成させよう

まずは、ToDoの一覧のところに絞って、todo_listという配列に入ったデータをeach文を使って表示してみるプログラムを書いて実行してみましょう。


todo_list = [{"締め切り" => "2018年4月20日","タスク" => "ToDoアプリを作る"},

　　　　　　　　　 {"締め切り" => "2018年5月15日","タスク" => "ブログを1記事書く"},

　　　　　　　　　 {"締め切り" => "2018年5月20日","タスク" => "レポートを書く"}]

　　　　　　　　　 

todo_list.each do |todo|

　 　print todo["締め切り"]

　 　print "までに"

　　 puts todo["タスク"]

end



このプログラムを実行すると、以下のようになります。



もうeach文にも慣れてきたかと思いますが、一応図解しておくとこんな感じ。



今までは、「todo_list[1]["締め切り"]」といったように、「配列の何番目か」を毎回指定していましたが、each文で1つずつ取り出せるようになったのでそんなめんどくさいことが不要になったというわけです。

さて、それではメインのToDo管理アプリのプログラムへ戻りましょう。

前回、以下のようなコードを書きました。(このコードは前回と全く同じものです)


todo_list = [{"締め切り" => "未設定","タスク" => "未設定"},

　　　　　　　　　　 {"締め切り" => "未設定","タスク" => "未設定"},

　　　　　　　　　　 {"締め切り" => "未設定","タスク" => "未設定"}]

puts "【モードを選択】"

puts "　 [show] ToDoを確認する"

puts "　 [add] ToDoを追加する"

print "　 showまたはaddと入力してください→"

mode = gets.chomp!

if mode == "show"

　 puts "【ToDo確認モードを選択しました】"

　 puts "現在ToDoはありません"

elsif mode == "add"

　 puts "【ToDo追加モードを選択しました】"

　 print "1つめの締め切りを入力してください→"

　 todo_list[0]["締め切り"] = ets.chomp!

　 print "1つめのタスクを入力してください→"

　 todo_list[0]["タスク"] = ets.chomp!

else

　 puts "エラーです。プログラムを終わります"

　 exit

end

puts "【モードを選択】"

puts "　 [show] ToDoを確認する"

puts "　 [add] ToDoを追加する"

print "　 showまたはaddと入力してください→"

mode = gets.chomp!

if mode == "show"

　 puts "【ToDo確認モードを選択しました】"

　 print "1. "

　 print todo_list[0]["締め切り"]

　 print "までに"

　 puts todo_list[0]["タスク"]

　 print "2. "

elsif mode == "add"

　 puts "【ToDo追加モードを選択しました】"

　 print "2つめの締め切りを入力してください→"

　 todo_list[1]["締め切り"] = ets.chomp!

　 print "2つめのタスクを入力してください→"

　 todo_list[1]["タスク"] = ets.chomp!

else

　 puts "エラーです。プログラムを終わります"

　 exit

end

puts "【モードを選択】"

puts "　 [show] ToDoを確認する"

puts "　 [add] ToDoを追加する"

print "　 showまたはaddと入力してください→"

mode = gets.chomp!

if mode == "show"

　 puts "【ToDo確認モードを選択しました】"

　 print "1. "

　 print todo_list[0]["締め切り"]

　 print "までに"

　 puts todo_list[0]["タスク"]

　 print "2. "

　 print todo_list[1]["締め切り"]

　 print "までに"

　 puts todo_list[1]["タスク"]

elsif mode == "add"

　 puts "【ToDo追加モードを選択しました】"

　 print "3つめの締め切りを入力してください→"

　 todo_list[2]["締め切り"] = ets.chomp!

　 print "3つめのタスクを入力してください→"

　 todo_list[2]["タスク"] = ets.chomp!

else

　 puts "エラーです。プログラムを終わります"

　 exit

end



このコードって、よくみたら追加と確認の処理を繰り返しやっているだけなんです。なので22行目以降をばっさり切り落として、以下のように書き換えてみてください。


todo_list = [{"締め切り" => "未設定","タスク" => "未設定"},

　　　　　　　 　　{"締め切り" => "未設定","タスク" => "未設定"},

　　　　　　　　　 {"締め切り" => "未設定","タスク" => "未設定"}]

puts "【モードを選択】"

puts "　 [show] ToDoを確認する"

puts "　 [add] ToDoを追加する"

print "　 showまたはaddと入力してください→"

mode = gets.chomp!

if mode == "show"

　puts "【ToDo確認モードを選択しました】"

　puts "現在ToDoはありません"

elsif mode == "add"

　puts "【ToDo追加モードを選択しました】"

　print "1つめの締め切りを入力してください→"

　todo_list[0]["締め切り"] = ets.chomp!

　print "1つめのタスクを入力してください→"

　todo_list[0]["タスク"] = ets.chomp!

else

　puts "エラーです。プログラムを終わります"

　exit

end



このプログラムの「ToDo確認モード」のところを先ほど学んだeachで書き直してみると、以下のようになりますね。


todo_list = [{"締め切り" => "未設定","タスク" => "未設定"},

　　　　　　　　 {"締め切り" => "未設定","タスク" => "未設定"},

　　　　　　　　 {"締め切り" => "未設定","タスク" => "未設定"}]

puts "【モードを選択】"

puts "　 [show] ToDoを確認する"

puts "　 [add] ToDoを追加する"

print "　 showまたはaddと入力してください→"

mode = gets.chomp!

if mode == "show"

　　 puts "【ToDo確認モードを選択しました】"

　　 todo_list.each do |todo|

　　　　　 　print todo["締め切り"]

　　　　　 　print "までに"

　　　　　　 puts todo["タスク"]

　　 end

elsif mode == "add"

　　 puts "【ToDo追加モードを選択しました】"

　 　print "1つめの締め切りを入力してください→"

　　 todo_list[0]["締め切り"] = ets.chomp!

　 　print "1つめのタスクを入力してください→"

　　 todo_list[0]["タスク"] = ets.chomp!

else

　　 puts "エラーです。プログラムを終わります"

　 　exit

end



この状態で実行して確認モードを選択すると、まだ未設定ではありますが、3つの締め切りとタスクが表示されたのではないでしょうか？



では、ToDoを追加する処理を書いていきましょう。未設定と出るのはかっこ悪いので、1行目の配列の中身を空っぽにして、追加モードの中の処理を以下のように変更してみてください！


todo_list = []

puts "【モードを選択】"

puts "　 [show] ToDoを確認する"

puts "　 [add] ToDoを追加する"

print "　 showまたはaddと入力してください→"

mode = gets.chomp!

if mode == "show"

　　puts "【ToDo確認モードを選択しました】"

　 todo_list.each do |todo|

　　　　　 print todo["締め切り"]

　　　　　 print "までに"

　　　　 　puts todo["タスク"]

　 end

elsif mode == "add"

　　puts "【ToDo追加モードを選択しました】"

　 print "締め切りを入力してください→"

　 deadline = gets.chomp!

　 print "タスクを入力してください→"

　 task = gets.chomp!

　 todo_list.push({"締め切り" => deadline,"タスク" => task})

else

　　puts "エラーです。プログラムを終わります"

　　exit

end



「push」という新しい処理が出てきていますね。この「push」とは追加モードのところだけ抜粋して解説すると、以下のような感じになっています。



最後に、このプログラムは1回追加or確認をしたら終了してしまうようになっているので、とりあえず100回繰り返すような仕様にしてみましょう。

2行目に「100.times do」を追加し、末尾に「end」を追加することでメインの処理を100回繰り返すことができるようになっています。


todo_list = []

100.times do

　 　puts "【モードを選択】"

　 　puts "　 [show] ToDoを確認する"

　 　puts "　 [add] ToDoを追加する"

　　 print " 　showまたはaddと入力してください→"

　　 mode = gets.chomp!

　 　if mode == "show"

　　　 　puts "【ToDo確認モードを選択しました】"

　　　　 todo_list.each do |todo|

　　　　　　　　 print todo["締め切り"]

　　　　　　　　 print "までに"

　　　　　　　 　puts todo["タスク"]

　　　　 end

　　 elsif mode == "add"

　　　 　puts "【ToDo追加モードを選択しました】"

　　　　 print "締め切りを入力してください→"

　　　　 deadline = gets.chomp!

　　　　 print "タスクを入力してください→"

　　　　 task = gets.chomp!

　　　　 todo_list.push({"締め切り" => deadline,"タスク" => task})

　 　else

　　　 　puts "エラーです。プログラムを終わります"

　　　 　exit

　　 end

end



これを実行すると、ほぼ理想としていたToDo管理アプリができていることがわかると思います。



これで、以下のような仕様を満たすToDoアプリをかなり少ない行数で作ることができました。


・ToDoを幾つでも保存しておける
・締め切り及びタスクをユーザが追加することができる
・締め切り及びタスクを一覧形式で閲覧できる
・ToDoの追加モードと確認モードをユーザが切り替えられる


今回はRubyの基礎ということで解説はしませんが、データベースと連携し、Webブラウザ上で表示させられるようになるとWebアプリケーションになるわけです。

また、繰り返し文には今回紹介した「times」以外にも「while」「for」「loop」など複数あります。今回は「繰り返し」という基本概念を抑えてもらうことを目的としたので、混乱を避けるために「times」のみ紹介しました。

興味がある方はさらに繰り返しについて詳しく調べてみてください。

プログラムを処理のまとまりごとに分けて読みやすくするメソッドという手法について学び、終わりにしたいと思います！

■メソッド

それでは最後にメソッドについて学んで行きましょう。

メソッドとは簡単にいうと、「処理のかたまりをまとめたもの」だと思ってください。



同じような処理を何度も行うときには、処理をしっかりとまとめておくと、あとで見たときにとてもわかりやすくなります。

それでは、実際に以下のようなプログラムを書いてみてください。


10.times do |num|

　 puts num

end



このプログラムは、以前にやったように0〜9までカウントアップを行うようなプログラムになっています。



それでは、この「0〜9までカウントアップさせる」という処理に「count_up」という名前をつけてまとめてみることにしましょう。

詳しくは次に説明するので、とりあえず以下のプログラムを書いてみてください。(ちなみに、理由は後述しますが以下のプログラムを実行しても何も表示されません。


def count_up

　　10.times do |num|

　　　　 puts num

　　end

end



この、処理のまとまりを作るための上記のプログラムは以下のような構造になっています。



ちなみに、この「def」とは「定義する」を意味するdefineの略です。まとまりとして処理を定義しているということですね。

さて、先ほどのプログラムを実行しても、何も表示されなかったはず。それが正しいのです。



というのも、先ほどの段階では「まとまりを作っただけ」であり、「そのまとまった処理を使っていない」というわけなんですよ。言い換えると、商品をパッケージ化したけど、まだその商品を誰も使っていない状態です。

それでは、以下のようにcount_upという処理を使うために、一番最後に「count_up」と書いてみてください！


def count_up

　　10.times do |num|

　　　　 puts num

　　end

end

　

count_up



こうしてあげると、しっかりとカウントアップされるようになったのではないかなと思います。



今回、「count_up」という名前をつけて0〜9までカウントアップする処理をまとめました。なので、以下のようにcount_upを2個書けば0〜9まで2回カウントアップしてくれます。


def count_up

　　10.times do |num|

　　　　 puts num

　　end

end

　

count_up

count_up



これを実行すると、以下のようにしっかりと2回カウントアップされていることがわかりますね。



ここで流れを復習しておくと、処理をまとめるときにやるべきことは以下の2つ。


1. メソッドを定義する (処理のまとまりを作る)

2. メソッドを使う (まとまった処理を使う)


さて、先ほどは0〜9までカウントアップする処理をまとめたのですが、さらには「いくつカウントアップするか」を指定することができるようにして行きましょう。以下のようにプログラムを変更してみてください。


def count_up(count_number)

　 count_number.times do |num|

　　　　 puts num

　　end

end

　

count_up(5)



これを実行してみると、以下のような結果になったはずです。



では、一番最後の「count_up」のかっこの中の数字を8とかに変えてみてください。


def count_up(count_number)

　count_number.times do |num|

　　　 puts num

　end

end

　

count_up(8)



実行してみると、このようになりますね。



もうお分かりの通り、最後の「count_up」の中に渡す数字によって、カウントアップさせる数字を変えることができています。



メソッドで値を受け渡す手順は以下の通りです。


1. 『なんという変数名で値を受け取り、どう使うのか』を定義部分で決定

2. メソッドを使用する際に、実際に値を受け渡す


ちなみに、メソッドに受け渡す値は複数でも大丈夫です。

例えば、以下のようなプログラムを書いてみましょう。


def sum(a,b)

　 a+b

end

　

c = sun(3,5)

puts c



上の3行で、「受け取ったaとbという数字を足す」というメソッドを作っています。そして、「c = um(3,5)」とすることで、足した結果をcという変数に保存し、最後にcを表示しているといった流れになっています。

それでは最後に、このメソッドを使ってToDoアプリをわかりやすく直していくワークショップをやってみましょう！

【ワークショップ】ToDo管理アプリの処理をまとめよう

いよいよ最後のワークショップとなりました。前回のワークショップの時点で、以下のようなプログラムが完成していました。(こちらは前回のコードと同じです)


todo_list = []

100.times do

　　puts "【モードを選択】"

　　puts "　 [show] ToDoを確認する"

　　puts "　 [add] ToDoを追加する"

　 print "　 showまたはaddと入力してください→"

　 mode = gets.chomp!

　　if mode == "show"

　　 　puts "【ToDo確認モードを選択しました】"

　　　 todo_list.each do |todo|

　　　　　　　 print todo["締め切り"]

　　　　　　　 print "までに"

　　　　　　 　puts todo["タスク"]

　　　 end

　 elsif mode == "add"

　　 　puts "【ToDo追加モードを選択しました】"

　　　 print "締め切りを入力してください→"

　　　 deadline = gets.chomp!

　　　 print "タスクを入力してください→"

　　　 task = gets.chomp!

　　　 todo_list.push({"締め切り" => deadline,"タスク" => task})

　　else

　　 　puts "エラーです。プログラムを終わります"

　　 　exit

　 end

end



このプログラムの構造を、日本語で書いてみると以下のようになっています。



では、まずmodeを選択する処理をまとめて「select_mode」というメソッドを作って分けてみましょう。メソッドは、「def メソッド名」とするんでした。わかりやすくするために「#」で始まるコメント文を入れておきました。「#」で始まる文はプログラムとしては認識されないため、メモなどに使うことが可能です。


#メソッド定義部分

def select_mode

　puts "【モードを選択】"

　puts "　 [show] ToDoを確認する"

　puts "　 [add] ToDoを追加する"

　print "　 showまたはaddと入力してください→"

　gets.chomp!

end

　

#これより下がメインの処理

todo_list = []

100.times do

　mode = select_mode

　if mode == "show"

　　 puts "【ToDo確認モードを選択しました】"

　　 todo_list.each do |todo|

　　　　　　 print todo["締め切り"]

　　　　　　 print "までに"

　　　　　　 puts todo["タスク"]

　 　end

　elsif mode == "add"

　　 puts "【ToDo追加モードを選択しました】"

　　 print "締め切りを入力してください→"

　　 deadline = gets.chomp!

　　 print "タスクを入力してください→"

　　 task = gets.chomp!

　　 todo_list.push({"締め切り" => deadline,"タスク" => task})

　else

　　 puts "エラーです。プログラムを終わります"

　　 exit

　end

end



『putsする処理』と「ユーザも文字を受け取る処理」をまとめて「select_mode」という名前をつけてみました。そして、「mode = elect_mode」とすることで、入力したモードの情報を「mode」という変数に入れています。

それでは次に、タスクの一覧を表示させる「show_tasks」というメソッドを作ってみます。今回は「show_tasks(todo_list)」とすることで、ToDoリストをメソッドに渡し、その中で表示の処理を行なっている感じになっています。


#メソッド定義部分

def select_mode

　 puts "【モードを選択】"

　 puts "　 [show] ToDoを確認する"

　 puts "　 [add] ToDoを追加する"

　 print "　 showまたはaddと入力してください→"

　 gets.chomp!

end

　

def show_tasks(todo_list)

　 puts "【ToDo確認モードを選択しました】"

　 todo_list.each do |todo|

　　　　　 print todo["締め切り"]

　　　　　 print "までに"

　　　　　 puts todo["タスク"]

　　end

end

　

#これより下がメインの処理

todo_list = []

100.times do

　 mode = select_mode

　　if mode == "show"

　　　　 show_tasks(todo_list)

　　elsif mode == "add"

　　　　 puts "【ToDo追加モードを選択しました】"

　　　　 print "締め切りを入力してください→"

　　　　 deadline = gets.chomp!

　　　　 print "タスクを入力してください→"

　　　　 task = gets.chomp!

　　　　 todo_list.push({"締め切り" => deadline,"タスク" => task})

　　else

　　　　 puts "エラーです。プログラムを終わります"

　　　　 exit

　　end

end



今回は、「show_tasks」というメソッドに対して、「todo_list」を受け渡しています。ここは少しややこしいところでもあるので以下の図で立ち止まって理解してみてください！



さて、これで「モード選択」と「タスク一覧の表示」をメソッドとして切り分けることができました。では次に、「タスクの追加」をメソッドに分けていきくことを考えています。今回はハッシュを作る部分だけを「make_task_hash」というメソッドに分けていきましょう！


#メソッド定義部分

def select_mode

　 puts "【モードを選択】"

　 puts "　 [show] ToDoを確認する"

　 puts "　 [add] ToDoを追加する"

　 print "　 showまたはaddと入力してください→"

　 gets.chomp!

end

　

def show_tasks(todo_list)

　 puts "【ToDo確認モードを選択しました】"

　　todo_list.each do |todo|

　　　　　 print todo["締め切り"]

　　　　　 print "までに"

　　　　　 puts todo["タスク"]

　　end

end

　

def make_task_hash

　 puts "【ToDo追加モードを選択しました】"

　 print "締め切りを入力してください→"

　 deadline = gets.chomp!

　 print "タスクを入力してください→"

　 task = gets.chomp!

　 {"締め切り" => deadline,"タスク" => task}

end

　

#これより下がメインの処理

todo_list = []

100.times do

　 mode = select_mode

　　if mode == "show"

　　　　 show_tasks(todo_list)

　　elsif mode == "add"

　　　　 todo_list.push(make_task_hash)

　　else

　　　　 puts "エラーです。プログラムを終わります"

　　　　 exit

　　end

end



「make_task_hash」というメソッドを作って、その最後で「{"締め切り" => deadline,"タスク" => task}」というハッシュを生成していますね。つまり、このハッシュが「make_task_hash」というメソッド内で生成されたわけです。

そして最後に、todo_list.push(make_task_hash)としてあげれば、「make_task_hash」内で作られたハッシュをtodo_listという配列に追加しているという流れです。



ややこしくなってきた方は、メソッドとして切り分けた後のプログラムと、切り分ける前のプログラムを見返してみてください。難しそうに見えますが、「処理を切り分けているだけ」だということを思ってプログラムを比較してみると意外と簡単だったりします。

それでは最後に、「error」というメソッドに、エラー文を切り分けてみれば完成です。


#メソッド定義部分

def select_mode

　 puts "【モードを選択】"

　 puts "　 [show] ToDoを確認する"

　 puts "　 [add] ToDoを追加する"

　 print "　 showまたはaddと入力してください→"

　 gets.chomp!

end

　

def show_tasks(todo_list)

　 puts "【ToDo確認モードを選択しました】"

　 todo_list.each do |todo|

　　　　　 print todo["締め切り"]

　　　　　 print "までに"

　　　　　 puts todo["タスク"]

　　end

end

　

def make_task_hash

　 puts "【ToDo追加モードを選択しました】"

　 print "締め切りを入力してください→"

　 deadline = gets.chomp!

　 print "タスクを入力してください→"

　 task = gets.chomp!

　 {"締め切り" => deadline,"タスク" => task}

end

　

def error

　 puts "エラーです。プログラムを終わります"

　 exit

end

　

#これより下がメインの処理

todo_list = []

100.times do

　 mode = select_mode

　　if mode == "show"

　　　　 show_tasks(todo_list)

　　elsif mode == "add"

　　　　 todo_list.push(make_task_hash)

　　else

　　　　 error

　　end

end



「#これより下がメインの処理」と書いてあるところをみてみると、かなり単純になったのではないでしょうか？　最初に作ったToDoリストの構造を、プログラムをみるだけで瞬間的に把握できるような形になってると思います。



これで、ToDo管理アプリは完成とします、お疲れ様でした！

最後に

今回は、Rubyの基礎文法を学びながら、ToDo管理アプリを作ってみました。

この電子書籍を作るにあたって、以下のように『知識』と『実践』を交互に入れて、身につけたスキルを使いながらToDo管理アプリを作っていくような構成にしました。



また、途中でわざとToDoアプリの使いにくい部分などを残しておき、その後に繰り返し文などを学ぶのに繋げやすいようにしてみました。

今後、プログラミングを学んでいく際も同じで、何か新しい知識を学んだらそれを使って何か簡単なプログラムを組んでいましょう。それが知識を定着させるにあたってもっとも近道です。

今回は、簡単なToDoアプリを作ってみましたが、あれをブラウザに描画させればWebアプリケーション化することもできます。これからもプログラミングを続けていってください！

最後になりますが、本電子書籍を最後までお読みいただき、ありがとうございました。

著者 紹介

迫佑樹(さこゆうき)

1996年8月20日生まれ 立命館大学理工学部ロボティクス学科在学中

著書に「暗記しない数学」がある。

アプリ開発やWebサービス開発をする傍ら、プログラミングスクールで講師をしたりプログラミングの動画教材などを販売し、今までに2000人以上の教育経験をもつ。

プログラミングスクールや学習法に関するブログ、ロボット・IT雑食日記(http://www.yukisako.xyz)を運営中

OEBPS/images/image010.jpg
»

Navigate  Environment

Commands

AWS Cloud9 File

OPEN FILES
x test.rb

v (1 ruby-beginner
README.md
WP test.rb

Edit

L

Find View Goto Run Tools Window Support Preview °Run

B testrd x\ @
1 puts "Rubylc APIL E L 21"

bash - "ip-172-31 * Immediate x D

ec2-user:~/environmept $ ruby test.rb
< '
S p— o mmanz

(%)
=
)
3
1e66ngeq  S80IN0SOH SMY  BUIINO  ©JRIOGR(I0D a.

1:20 Ruby Spaces:4 Q

o x





OEBPS/images/image_006.jpg





OEBPS/images/image002.jpg





OEBPS/images/image028.jpg
ec2-user:~/environment $ ruby test.rb
1DHD#FHDHYIVEA DL TS /ZE0V-2018F4H 258
1DHDIRVEANLTLEEN-TOT &M<
——REDIDHDI R ——-
[#HPIV]2018F4A25H

[®32L)1705h<

2D8HDFHEHYIVEANL TS ZE1\-20185F4H28H
2DHDYRA0%EANL TSN -LIR—MEPS
—REDIDHDIRY——
[#eHEIV]2018%F4825H

[®32&1705 %<
—RED2DHDIRY——
[(#HPIV]2018F4F28H

[®BZEIVR—PERS





OEBPS/images/image053.jpg
L= test.rb X def

def - count_up
10.times do- Inuml
puts-num
end
end end

Ul WN B





OEBPS/images/image001.jpg
TEELERNMMEZ !

-TAJ IV IHZBICESHIC
- 1EEIRLEB v B BIIC






OEBPS/images/image037.jpg
ec2-user:~/environment $ ruby test.rb
[E—R%:EiR]

[show] ToDoZ#:2d 3

[add] ToDoZ:EBHNd 3

showZE7zlFadd&EA DL TLEEV-show
[ToDo#ERE—FREZIRLEL L]

H#EToDolIHYEHA . e =, ~ —
[E—K&ER) 1EBLREBRELEDIC
[show] ToDo%#:Rd 5 ——
[add] ToDoZiEMT% 2B D EEBEBAIIABER

showZ/zlFaddE A AL T X -add
[ToDoENIE—FRZEZIRLELK]
2DHDFFEDHUIVEA DL TEE\-2018F4/H27H
2DHDHY RO %EANLTLEE -note®
[E—R%ER]

[show] ToDo%#:2d 3

[add] ToDoZ%EMT S

showZ7=lFaddEA AL
[ToDo#ERRE—RZEIRL
1. RREXTICKRE
2. 2018%F4HA27HETICnoteZ RIS

(L \-show





OEBPS/images/image_007.jpg





OEBPS/images/image044.jpg
@) Ryusei.k @Iplj59_ng_lit 1858
§ @yuki_99_s =Z(FA. @tomoki_sun 1. RubydDeachTFI 3
2T35LL\VT

) B BRI 095 IO B L 4
J @yuki_99_s
vec =[1,2,3]
vec.each do |content|

puts content
end

DTURS, 1235 THAENZRAR.

ZARRUT, BHIORCHZE0E—ETOBMOELT [T
BENRERICANDZET, dotendDFTHEZBLD(CR
D2TBD!

20:22 - 201851858
Q2 & BEETOIS I IERSADOYA— MRS o





OEBPS/images/image061.jpg
18
19
20
21
22
23]
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33

37
38

def -make_task_hash
puts-" [ToDoEME— K £BIRLELAL]"
print-"@HPYYZEANL TIEE "
deadline-=-gets.chomp!

print-"# X EANL TLKLEE V"

deadline
& N

HCNEYTHEAAOLE
todo_list =[]
100.times - do
mode - =- select_mode
if-mode-==-"show"
show_tasks(todo_list)

T oe
todo_list.pushimake_task_hash:

olco

puts-"I5—TF . JOJTSAZRDYET"
exit

<3 NN EPSNYD a3
SV [SLTCERTTD





OEBPS/images/image_014.jpg
aws Y—ER v YY-RIN—T v % 0 testuser~  ANGA - BR—F -

Developer Tools:

AWS Cloud9
a cloud IDE for writing,
running, and debugging code

AWS Cloud allows you to wite,run, and debug your code with just  browser With AWS Clouds,
You have immediate access to.a ich code editr;Itegrated debugger, and builtin terminal with
preconfigured AWS CLL You can get sarted n minutes and no longer have to spend the time to
Install local applications or configure your development machine.

New AWS Cloud9 environment

Getting started

How it works

02008 - 2018, Amazon Web Senvices, Inc. o s affates. Allights eserved. 75 /C/— YUY~ RUBAN





OEBPS/images/image_016.jpg
& AR hips:us-east-2.console.aws.amazon.com :

AWSCloudd > Environments > Cre

name enionment - CONFigure settings

Configure setings  Environment settings

Environment type Info

© Create a new instance for environment (EC2)

Connect and run in remote server (SSH)

Instance type
© t2:micro (1 GIB RAM + 1vCPU)

t2mall (2 GiB RAM + 1 vCPU)
120 18 GIB RAM - 2 o1

FICEEURL

Costesaving setting

After 30 minutes (default)

1AM role

» Network settings (advanced)

Cancel

Learn more (2

Previous step

A

vy @ BEE






OEBPS/images/image046.jpg
ec2-user:~/environment $ ruby test.rb
20184208 £ TICToDo7 V%3
2018F5A 15X TIC/ NS 215 EE<
2018%5A20H i‘c“l:lxﬂf—h’&%§





OEBPS/images/image003.jpg
Ryo Takashima L J
(@soupcurrylover
[]=[A%
ZOT—ILICEN> T, BEIC—SITOEDTIT<DOHNDS
LTI, twitter.com/yuki_99_s/stat...
22:02 - 20185F4H16H

Q1 & Ryo Takashima= ADAEDW- — hEES )





OEBPS/images/image029.jpg
ec2-user:~/environment $ ruby test.rb

1DHDFHEHUIVEA DL T ZE1V-20185F4828H
1DHDI RO EADLTLZE-noteEEL 9 17 EA”

—BRED1DDDI AL~

[#6Ht1U]120184E4 528 H Wi e
(BOUV1201874A20F e AT, 5 ZY—BDETR

FRVEEMLIBEWE, —BEBRRNBWMERIZS B





OEBPS/images/image052.jpg
ec2-user:~/environment $ ruby test.rb

OCoo~NOU,WNRELEOS





OEBPS/images/image038.jpg
ec2-user:~/environment $ ruby test.rb
ZAhITBIZ
_AITBIT
ZAITBIZ
_AhITBIZ
ZAhITBIZ





OEBPS/images/image043.jpg
test.rb X Untitled1
om_'Lkuj_i- — [II*EII,"*EH’IIIJ\E"]
(omikuji.length).times do- Inuml

puts-omikuji[num]
end






OEBPS/images/image_015.jpg
€ 0 C 8 REENIBE hitps:us-eas

aws

2.console.aws.amazon.com

ANt

IN=F v * a

AWS Cloud9 x AWSCloudd > Environments > Create environment

wameenironment Name environment @ AjJ

Environment name and description

Your environments
Shared with you
Account environments

How-to guide —
Name

New Environment

Description

@Yy —=p

KI(vs @ BAE





OEBPS/images/image047.jpg
-

S OOoO~NOOUTPWNE

todo_list-=-[{"#®HtIVU" =>-"2018%F4H208","¥ R H"-=>-"ToDo7 VU 5"},
{"#WHPY" - => -"2018F58150"," 4 R/ " - =>."J s/ I8 EBEL"],
{"@WHYY" = "2018%F5A208"," ¥ R /" - =>-"LR—bFZE"}H]

todo_list.each do- Itodol
print-todo["# & I U "]
print-"E£ TIC"
puts-todo["# X & "]
end





OEBPS/images/image060.jpg
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25

def - show_tasks
puts-" [ ToDo#&
todo_list.each-dg
print-todo["#
print-"E£ TIC
puts-todo[" 4
end
end

HCNKYTHBAL DA
todo_list =[]
100.times - do
mode - =- select_mode
if made _— "chow!

show_task{(todo_list)

eLS1T-mode-==-"ddad

“todo listEZHiED]





OEBPS/images/image034.jpg
2~ if-num-<-6

3

puts "num‘iGJ: U IJ\ 3 Ly —C.\-g—"

4 -~ elsif -num->=-10

5

6 ~ else
7

8 end

puts-"num(310Ll T3 "

puts-"numlz6ll £ , 10K Y /NEWWTT"

elsif

else

end





OEBPS/images/image039.jpg
.times do

end
B test.rb X Unt B test.rb X Unti
1 ©5.times-do 1 10.times-do
2 puts-"ZAICBIE" 2 puts-"Z AICBEIR"
3 end 3 end
4 4





OEBPS/images/image026.jpg
1 todo_list = [{"#W&HIY" = "XRE","¥ X" => "KRE"},
2 {Ilﬁmt}]ull => ll*%ﬁi",ll&za" => ll*%ﬁill}]
R

1 {umwmu " = n*?’glriu’nyxan = u*?‘gin} <:
2

3 [10,20] <] ]






OEBPS/images/image051.jpg
XYy Re&lE?
MBOMEEDDZ &)

\4

2ELFTLEHTHLLZLET
A7 LDRPILIES






OEBPS/images/image_009.jpg
FPXVY DT B=—EANESE

PRV 92T $—ERAFHNIY M EERLTWERESDNESTEVET, DT
DEATP AT MHERICBRD FFo PHYY MHERICBDRE, E X—ILTHA

SHBRULET,

RBRICADETN—YFSIALELLD

TORMPERREANT &, Bl 1—RT—AICHLLCRAERIMST EHNTEST,
i o
BL0G% 255 4 -

100 3Fa—hUZILESROLE AWS ZHEHL<LEEW
g

ATA LN LIt il = AAC





OEBPS/images/image013.jpg
ec2-user:~/environment $ ruby test.rb
7

3
10
2
2.5
1





OEBPS/images/image050.jpg
ec2-user:~/environment $ ruby test.rb
[E—F%:%iR]

[show] ToDo%EsRd S

[add] ToDo#%E&HNT S

showF7/=lZaddE A AL TS -add
[ToDoiENNE—RZEZERLEL L]
1DHDFFEHYIVEA L TS/ZEV-2018F4825H
1DHDIRLEANLTLZEN-T OS5 %EEL
[E—R%2E3R]

[show] ToDoZHRT S

[add] ToDoZE&iNd S

showF7z[Fadd&E A AL TLZE v-show
[ToDo#ERRE—R%EZEIRLELE]
2018F4A25BFTIcTOnsEE<
[E—R%E3R]

[show] ToDoZHRET S

[add] ToDo%EiNd S

showZ/zldaddE A AL T ZE -add
[ToDoEME—R%EZEIRLELE]
1DHDFFEHYIVEA LTS ZE(V\-2018F5H20H
1DHDI RO %EAHDLTLZE-noteEEL
[E—R%EIR]

[show] ToDoZWRd 3

[add] ToDo%E&HNd S

showF/=lFaddE A AL TLZEL \->show
[ToDo#EFRE—RZZEIRLELE]
2018F4A25BFTIcTOs£2E<
2018%F5RA208 £ TICnotezEL





OEBPS/images/image063.jpg
SEOBFEMTRBUILI L

ZOMEZE>T

KR TISHILET
EULLERTHEASZ






OEBPS/images/image033.jpg
end

atbh
ZLW

atbh
FLLREW

aldbL HhX bl aldbk D/

2 if-num->=-5-or-num-<=-3
3 puts-"S5Ll FF =33l TF 9"
4 end

if-num-<-6-and-num-!=.2
puts-"6k Y /MNEW\WhD2UHNTT "
end

I A~ W N





OEBPS/images/image_012.jpg
= C @& REEn/ME  https://signin.aws.amazon.com/signin?redirect_uri=https%3A%2F%2Fconsole.aws.amazon.com%2Fcloud9%2Fhome%3Fstate%3DhashArgs%2523%26i... ¥t
~~—7
a1V o
AWS PRIV RDEX—=LFELZA
M A~ U THA AT Bk
PAOURD I 2OV I UZREA
huTcrEw.

A

v_) DTN NG 12 hBD

AW SRR DS FENFET
@ 9 UL -

PHTTIH? Amazon RDS OEFIN S ENET

AWS O

2. aws.amazon.com/free ETR< 152

FLWAWS ZhD> RO

Amazon.com B4 14 S DNT
PRV 927 LRk, Amazoncom 7Y NOMBERRLT, 1~ S—EMIL, FTYY 917 F—LANOZ I LAERTALET, ZOV MOSHNR.
HF0UY KB SRS £U7 54 /0~ Y~k > TRASRES, PRYY 57 F—CAOUBES ST~ VADTHISE. HFOY>7KHS AWS HA
FR=FIY =AY S THRENET (KL, 737> 9T Y—CARLS ANS HEHIERY E OVBRRLE SN THESY —LREMANERNES
BEIITI), AWS ARIT-7F =X b, 20175331 BREFSATIET, ThEORFONELOVTE, BEOTHAESRL TR,






OEBPS/images/image020.jpg
bash - "ip-172-31 % Immediate

ec2-user:~/environment $ ruby test.rb
NG
ec2-user:~/environment $ ruby test.rb
&
ec2-user:~/environment $ ruby test.rb
NG
ec2-user:~/environment $ ruby test.rb

hE





OEBPS/images/image009.jpg
-

Environment

Navigate

Commands

AWS Cloud9 File Edit Find View Goto Run Tools Window Support Preview ° Run
OPEN FILES He B testd x\ @
X/ testh 1 puts "Rubylc AMIL L 21"
v () ruby-beginner
README.md
@ testrb

(%)
=
o
3
1e66ngeq  S82IN0SeH SMV  OUIINO  8}RIOGRI0D ¢

1:20 Ruby Spaces:4 a’

bash - "ip-172-31 % Immediate

ec2-user:~/environment $ ruby test-rbl \
CC>TIVY—

AV RZE$TO8S






OEBPS/images/image057.jpg
ec2-user:~/environment $ ruby test.rb

NOoOuUubhWNEREOS





OEBPS/images/image_008.jpg
C & SEEREE  hups:/jportal.aws.amazon.com/biling)s

aws

HR— K75 DRIR

AWS TS, BEWO.
HHO AWS O

BokEREERYR—FTSVECAALTURT, &
Y- TFVERRUT SV, RS 5S

WRET 5>

*ATTY

2 usoiA~ 100USDIA~

220U

e






OEBPS/images/image027.jpg
= test.rb X T

1 todo_list = [{"1D0®HD&HHUY" = "2018%F4AH250"," ¥R 4" = "FOs&m<"},
2 {"2000@EHYY" = "2018F5A5H","9RX4" = "LR—bFZE® 3"}]
2

4 {"2oHofEHY" => "2018F5A58","¥ RV => "LR-bEPS"}

=





OEBPS/images/image014.jpg
bash - "ip-172-31 % Immediate

ec2-user:~/environment $ ruby test.rb
70
ec2-user:~/environment $ |





OEBPS/images/image062.jpg
HCNEYTBAALADODULE
todo_list =[]
100.times-do

mode - =-select_mode

end

if

mode - ==- "show"
show_tasks(todo_list)

elsif-mode:-==-"add"

els

end

todo_list.push(make_task_hash)
e
error

ToDo Y A k D#1HA{E
100[E#D3EL

HU, TFadds BAHZEThES

HU, Tshows BAAZhES

5L, ENLADERS NS





OEBPS/images/image045.jpg





OEBPS/images/image_013.jpg
€ C @ BMSNIBE hips:/signin.aws.amazon.com/signin7redirect urishitps%3A%2F%2Fconsole aws.amazon com2Fcloud%2Fhomen F stale%3DNashArgs2523.. O %

aws
A

—h1-H—H1v1Vo

E X JL: miochya9@gmail.com

KA KRD— KEBERTTH

@ MRNRG s 12 0E0
INImIE A &z

Amazon EC2 . Amazon S3.
HLWAWS FHTY DR Amazon RDS DREANEFNST

ROFHIY YA YAVTE

Amazon.com B4 4 SEDNT
PRV 92T G—ERi, Amazoncom 7Y NOMBERILT, 2 EMBIL, 7TYY 917 Y—LIADZ I LAERTLET, 01 hOTH.
HEOUS KB SIS ST IR0 Y~k > TRRBORS, 7YY 97 YL AOUBELTY—CAOTHIS. HFOY>Ii55 AWS HX
FR=FIY—AY LS TRAENET (KU, 7T7> 92T Y—CARELS ANS (EMERYE  OVBRRLE TN TREDY —CREMANERNES
BEIITE), AWS ARSI Y77 U—A Mk, 201753 A3 BKEFSRTIET. ZheOUFONELITH, BEOTEAESRL TR0,






OEBPS/images/image032.jpg
QO FEDIFEE?

OO0t WS EHhmlcShick, AAEWSUEZRITITS

numix10THH, "num > 5,
EVWSEEIFHIhTWBDT
TMumixb LD HKRKEWTT, &ERREIND

numiz3<#»bH, "num>5;
EVWSEHENF/LEThTVWEWDT
if~endDHRIFEITEINY, HERRINEW






OEBPS/images/image023.jpg
ec2-user:~/environment $ ruby test.rb

H2HEANL TSN
SARTO/EIRBESTS

APENSLS AL O T5RAE
SARTOYEIRBELTS SR
<7





OEBPS/images/image_010.jpg
PIVY 72T Y—EANESTZ [#@iid %

Amazon Web Services <no-reply-aws@amazon.com> 14:04 (2 5310) « -

aws

)

TRV DT Y—EZANLS T
PRIV IxT Y—EATHIY M EFRUTWEEES D MES 2EWET. 5

#12 DA FRAERORERTAWS IV E1—F 1Y AhL—3, F—
IR=R, BT TVTr—vavE SHRWLEET &Y.

BRTERETES »

FIVY 97 H—EZa3

—FRVY 9T Y—ERF—L

RN i Xinv]o]





OEBPS/images/image058.jpg
a

=

S VWoONOUI P WNE

test.rb

def - count_up(count_number)
count_number. timgs do -1
puts-num
end
end

count_up(8)





OEBPS/images/image015.jpg
=

H U1 A WN B

test.rb

myname = "HH"
age = 21

puts myname
puts age





OEBPS/images/image040.jpg
ec2-user:~/environment $ ruby test.rb
OEISHDIFEVERL TT
1EISHD#EYRLTY
2EIHDERYRLTY
3EIHDEFRYRLTY
ARIDHDEYERL TY
S5EISHD#ERYRLTY
6EIHDIEYRL TY
TEISHD#FRYRLTY
8EIHDIERYERL TY
OEIHDFEYVERL TY





OEBPS/images/image031.jpg
ec2-user:~/environment $ ruby test.rb
ec2-user:~/environment $






OEBPS/images/image024.jpg
ec2-user:~/environment $ ruby test.rb
WOUVEA DL TS0

2018%F5H20H

FR0%EANLTES0N

ALEZ10EEFHTS

——— ey e im i

2018%F5H20H

S CIE

ALEZ10EAEFTS





OEBPS/images/image_001.jpg
<«

C & guznrEs

MECEBERAET 5 hTA—h

AWS Kol 100 £ 3Y—ERBBD,
L LRI BIEERAIC Y Y~ AL TW
&7,

itps//aws.amazon.comp)

sRROERNS
AWS ERBL TR /N—3 3 Y%k
HIAERALO7 971 TBEEROBE
BRI,

R T
AWS 959 K75 b 74— ARBEER
UTWES, REEDLSBYY—25BE
OHTEEE W,

IR-IUAYTIRRSIF
AWS (3 R0 18 TIU— T3V & 1
SOO-AIY—T2 VS 54 OFRA
FEUF—/—VERMLTHD, HEH
£E5E 12 DBNPAASEYF 1~ —
VE 4 D08MY -T2V EREFRT
¥

«





OEBPS/images/image007.jpg
(Ctr|YSY
U Maca =14 % I S E DS AGZE h 35

Save As x

7 71 ILE%Ztest.[H

¥ ruby-beginner

Folder: /

Create folder .~ Show files in tree Cancel





OEBPS/images/image_011.jpg
€ C @ @EENLBE hips:/jaws.amazoncomp/cio

AWS Cloud9 wm we

s<maam

(IDE) ©¥. Zhl KIF (5, FIYH— §—
RERAGY— LB BEH LBy r—IHEnTWBI
VERELLDT BBBEBDEt A, Cloudd IDE 15559 KR—20k
ZOMETHETHTOAY Y MEMDBET ENTEXT, Ff. Cloudd ThE, ¥—/8—
BENTHD, YY—RORH. 7/vY O—HlEUE—ROMTOF—/—LZ
T2 &Y. Cloudd £HABT 5L, MRAALT P F—LLRAL, K7 TOY IV I EHT>TEVOANEY

4T BIBIET 7 A NEA Y AR—L LD, BS
FNEVYVERBLT, AT12, B

BT BIBHOY—LLABRT Y AN VAN
S ORTOYD R EMEL
SHTSET,






OEBPS/images/image016.jpg
QO ENEEZE RvFUEEHESND !

AKbh-Z [] DR, AV TRYI-T
T—YEANNIE, BHOT—7ZER






OEBPS/images/image022.jpg
QN a1ElE?
NIV EEZEY MTUDD, BT —7ZREFEITHDHD

FNI => EEVWSTETT—Y 2R
SRV => B DIf%E]Y Y TRY > TEHRTE






OEBPS/images/image059.jpg
ToDoY R ~ D#1HA{k
100[E# DR L

U, Tadds BAAShS

U, Tshows BAHSThIS

U, EnUADBIRES NS





OEBPS/images/cover.jpg





OEBPS/images/image025.jpg
ec2-user:~/environment $ ruby test.rb
FWOUIVEA L TSZEV\-2018F05AH20H

Y RVEANLUTLEE N -LUR—MERS

—— ANNENIEIRT——
[#&PIV]2018F05820H
[®BZEIVR—PERS





OEBPS/images/image_002.jpg
A hitps://portal.aws.amazon.com/billing/signup?redirect u

AWS ZAhD Y hiEiE 12 s AD
EHFIARSSENTVET

Amazon EC2, Amazon S3, 4 & UF Amazon DynamoDB DTS
nEy

—EADRHIHIED 1T I aws.amazon.comiiree |- Z
LTEED

@ AA
@29v9

AWS 7 H1D > ~ DIERL

EX—L7KLA
st @gmai. com

Y

R0 koRE






OEBPS/images/image056.jpg
ec2-user:~/environment $ ruby test.rb

AP WNEFES





OEBPS/images/image_019.jpg
C & GESALEE  hitpsus-east-2.console.aws.amazon.com

AWSClouds Filo Edt Find View Golo Run Toos Window Suppor proview

Developer Tooks

AWS Cloud9

Welcome to your development environment

AWS Cloud9 allows you to wrte, un, and debug your code with justa browser: You

Getting started

Create File
Openfile.
Upload Files

Clone Gt Repository






OEBPS/images/image021.jpg
bash - "ip-172-31 X Immediate

ec2-user:~/environment $ ruby test.rb
80





OEBPS/images/image030.jpg
ec2-user:~/environment $ ruby test.rb
numld5KUHKENTT





OEBPS/images/image008.jpg
»

Navigate  Environment

Commands

AWS Cloud9 File Edit Find View Goto Run Tools Window Support Preview °F|un

OPEN FILES
@ testrb

v (1 ruby-beginner
README.md
W testrb

1 puts "Rubylc AML %L 21" \
> =y -

~

7075 L& BD

bash - "ip-172-31% Immediate x\ @
ec2-user:~/environment $ []

Share Q

oJe10GEII00

$80IN0SBH SMV  BUIINO

1966ngaq

1:20 Ruby Spaces:4 ¢

8 x





OEBPS/images/image_017.jpg
€ C @ SESRAEE hups:us-east-2.console.aws.amazon.com/clo

AWSCloudd > Environments > Create environment

Nome environment  REVIEW

Configure setings Environment name and settings

New Environment

£c2

@ BB | oo

2mico

subnet-b5206fdd
st saving setting
After 30 minutes (default)

AWSServiceRoleForAWSCloudd (generated)

We recommend the following best practices for using your AWS Clouds environment

+ Use source control and backup your environment frequently. AWS Clouds does not
perform automatic backups.

+ Perform regular updates of software on your environment. AWS Cloudd does not perform
automatic updates on your beha.

+ Turn on AWS CloudTrailin your AWS account to track activty in your environment. Learn
more (2

+ Only share your environment with trusted users. Sharing your environment may put your
AWS access credentials atrisk. Lear more 3

@29y

ate environment

Cancel Previous step

74—KItys @ B





OEBPS/images/image_004.jpg
(tps%3A%2F%2Faws.amazon.com®s2Fregistration-confirmationalanguage=ja_ip#/paymentinfor.

€ C @ GEENLEE | hups:jporal.aws.amazon.combiling/signupPrediect u

SHMER

BEROBTERETESE5E, TUMIREANL T KE 0, RARAKAWS K5
FRRO LREBRBVRD, SEMCKBESnE LA, BELONTE £<B3
e HB RS,

IULIY FEY b H— KBS

ARHRE

N—FRBAHEOKSL
— ——
= p
@Fzvy ~T

O samewmys

o c——r—

3

FULNEHERET B

1RO






OEBPS/images/image004.jpg
| LE@EERIV-IOIF L 4
@cohki0305
MBI EDIDPT < TOIS IV IESHPFTELNA
U R TSR DTV TIRWERIDSSICEL
FLLD L

[REIF 1] OS5I —)LISESHITO> THE
U\Ruby#BEHREAFT | Yuki Sako @yuki_99_s | note (/— )
note.mu/yuki_99_s/n/nf...

22:32 - 20185F4H16H

REBEIVIZTPHEZB !
MipERIFRubyBEAM

EZEATRIRDERIRE !

- 70933V IREICESHIC
- 1EERULE» 2 BB

TOISEUIRI—IVSESHIC D THEZLRubyBEREA...
BETIY ST rERORh s TOIS I IRI—ILTHE L
THOFET, BEHERLEY. REXRTEIOISIIEF
note.mu

Q36 L LE@TEEIV-—TIS—FESADMDOVA—ERD 0





OEBPS/images/image017.jpg
QO EBEBOF—IDBA>TBDT,
MEBDT—Y%ZESHIIBENDDLE

il I 7
=S0|EDIE o 2%H 5%&H
OZHHNS | 380 (370 1270





OEBPS/images/image042.jpg
ec2-user:~/environment $ ruby test.rb
K&
i

NS





OEBPS/images/image012.jpg
Environment

Navigate

Commands

AWS Cloud9 File

OPEN FILES
X test.rb

v [ ruby-beginner
README.md
W test.rb

Edit

L

Find View Goto Run Tools Window Support Preview
B testrb x  ®
1 puts 1+1

7a95L%AANL, =7

~

bash - "ip-172-31% Immediate x @

ec2-user:~/environment $ ruby test.rb
RubylCAPLEL!
ec2-user:~/environment $ ruby test.rb
2

ec2-uder: ent $ []

2L >TWE50K

1:9 Ruby Spaces:4 Q

=}

X

8]eI0qE|[0D

auIno

$80IN0SaYH SMY

1966ngaq





OEBPS/images/image_020.jpg
C | & FmEnmw

AWS Clouds Fio Edi F

vvelcmquw-wonmem

Getting started

WL ARN—R
LI =FN RN BB






OEBPS/images/image055.jpg
ec2-user:~/environment $ ruby test.rb

CoNOUUBMAWNROOVONOUUN,WNREOS





OEBPS/images/image018.jpg
bash - "ip-172-31 * Immediate

ec2-user:~/environment $ ruby test.rb
80
70
40





OEBPS/images/image_003.jpg
:
Q

& G,

@ hitps/portal.aws.amazon com/o

aws

SRS yxor -nri

oy,

7H9vhoumo /

7a7zyvarh @ /-VFh

e @ A7B

WEHS

ovo!

e

ax
FELZ
BRI
BEARE K

@FTYvY |

@ AWSHRIT—FFU—%AVh Ok
FEREFHT. BETSBARICE

s @) YY)D






OEBPS/images/image_018.jpg
(T

We are creating your AWS Cloud9 environment.
This can take a few minutes.





OEBPS/images/image005.jpg
TERHERIRE !

- 7AYSSVIHEICESHIIC
- 1TERLE v o BRI






OEBPS/images/image035.jpg
ec2-user:~/environment $ ruby test.rb
[ToDo7 7U%EEELEL ]

[show] ToDo%HEERd 3

[add] ToDo%EINT S

showZ/zldaddE A AL T ZE -add
[ToDoiEME—RZEZEIRLELE]
ec2-user:~/environment $ ruby test.rb
[ToDo7 FU%EEENLEL )

[show] ToDo%ERd 3

[add] ToDo%E&INT S

showZ/zldaddE A AL T ZE \-show
[ToDo#ERRE—R%EZEIRLELE]
ec2-user:~/environment $ ruby test.rb
[ToDo7 FVEEEHLELE]

[show] ToDo%ERd 3

[add] ToDo%EINT S

showZ/zldaddE A AL T ZE -ad
IS5—T3.7ASSLAERDVET





OEBPS/images/image048.jpg
ec2-user:~/environment $ ruby test.rb
[E—F%EIR]

[show] ToDo%EEd 3

[add] ToDoZEiNd S

showZ/zldaddE A AL TZE \-show
[ToDo#ERRE—R%EZEIRLEL K]
REBREETICKRRTE
KREEXTITKRBRTE
RBREETICKRERTE





OEBPS/images/image041.jpg
ec2-user:~/environment $ ruby test.rb
OEISHDIEYVIRL TT
1EIHD#EVIRL TY
2EHD#ERYVIEL TT





OEBPS/images/image_005.jpg
€

C | & REENEE  hitps://portal.aws.amazon.combilling/signup?redirect_url=https%3A%2F%2Faws.amazon.com2Fregistration-confirmationglanguage=a.

2 & BHER

ERABAENRESNET, ROSNLS, NS Iz THA hH5E0 4K
OEBEREOF—/Cy KTAALT SN,

WEHBOAN

UTRWHEAD U, (3 <CRIESRIT 5] €2 )
yoLT RS,

-

B o)

WEHS wE

Osoumm

CF2UFAFIvY

Buwxnf7 ® A%h

] @ 7YY

identityverifc.





OEBPS/images/image011.jpg
@ 775 LETDREN
1. 7095 L%2&<

fputsy ¥ MRICKELS BDZERTRT 3.
EWSERDOZ7OT S L,

2. ANV K& > TEITI S

ruby £ITLEWIZ 71ILAs EThiE
ZD77ANICEINIETOT S LERIT






OEBPS/images/image054.jpg
ec2-user:~/environment $ ruby test.rb
ec2-user:~/environment $ |





OEBPS/images/image049.jpg
N

~P O VWO NOUTLPAWNE

todo_list =[]
#h B

puts-" [ToDolEMME—RFRZZEIRLELAE]"
print-"#HPVYZAAL TKEZ "
deadline-=-gets.chomp!

print-"# X &ZANL T EE"

task-=-gets.chomp!

todo_list.push({"#& & ] U " => deadline,"# X 4" => task})
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Cloudd allows you to write, run, and debug your code with just a browser. You
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